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現状報告

２０１３年 平成２５年４月１５日 締結



現状報告－１
松原市三師会は松原市と「災害時の医療救護活動
に関する協定書」を締結している（人的支援）

（薬剤師班の業務）

第４条 薬剤師班の行う業務は、概ね次のとおりとする。

（１）医薬品等の供給への協力

（２）医薬品等の調剤、被災者への服薬指導及び医薬品等に

関する相談業務への協力

（３）医薬品等の仕分け・保管・管理への協力

（４）その他状況に応じた支援

※災害対策本部が立ち上がると会長は本部に行くことになる



災害時の医療救護活動に関する協定書

松原市（以下「甲」という）と一般社団法人松原市薬剤
師会（以下「乙」という）は、災害が発生した場合の医
療救護活動について、次のとおり協定を締結する。

（趣旨）

第１条 この協定は、松原市地域防災計画（以下｢防災
計画｣という）に基づき、甲が乙の協力を得て行う医療
救護活動を円滑に実施するため、その実施に関して必要
な事項を定めるものとする。



災害時の医療救護活動に関する協定書

（薬剤師班の派遣）

第２条 甲は、防災計画に基づき医療救護活動を行う必要が
生じたときは、乙に 対して薬剤師の派遣を要請することが
できる。

２ 乙は、前項の規定により甲から要請を受けたときは､薬剤
師で構成する班（以下「薬剤師班」という）を編成し、甲の
指定する場所に派遣するものとする。

（薬剤師班の活動場所）

第３条 薬剤師班は、災害の態様により必要に応じて避難所、
被災地周辺の活動が可能な場所等甲が指定する場所（以下
「救護所等」という）において医療救護活動を行うものとす
る。



災害時の医療救護活動に関する協定書

（薬剤師班の業務）

第４条 薬剤師班の行う業務は、概ね次のとおりとする。

（１） 医薬品・医療材料その他医療関係物品（以下「医薬品等」
という）等の供給への協力

（２） 医薬品等の調剤、被災者への服薬指導及び医薬品等に関す
る相談業務への協力

（３） 医薬品等の仕分け・保管・管理への協力

（４） その他状況に応じた支援

（指揮命令及び連絡調整）

第５条 薬剤師班に係る指揮命令は乙の代表者が行い、医療救護活
動の連絡調整は、甲が指定する者（地域保健班）が行うものとする。



災害時の医療救護活動に関する協定書

（調剤費）

第６条 救護所等における調剤費は無料とする。

２ 後方医療施設における調剤費は、原則として傷病者の自
己負担とする。

（費用弁償費）

第７条 甲の要請に基づき、乙が医療救護活動を実施した場
合に要する次の経費は、甲が負担するものとする。

（１） 薬剤師班を派遣したときの人件費は、災害救助法
（昭和２２年法律第１１８号）の規定に基づく実費弁償の程
度を基準として、甲、乙協議して定める額

（２） 薬剤師班が携行するものを含め、乙が調達・供給し
た医薬品等の費用



災害時の医療救護活動に関する協定書

（扶助費）

第８条 甲の要請により医療救護活動に従事した者が、

医療救護活動により負傷し、若しくは疾病にかかり、又

は死亡した場合は、災害救助法の規定に基づき支給され

る扶助金の例により扶助費を支給するものとする。

（医事紛争の措置）

第９条 甲の要請により医療救護活動に起因する医事紛

争が生じた場合は、速やかに甲に報告するとともに、甲

乙協議のうえ適切な措置を講ずるものとする。



災害時の医療救護活動に関する協定書

（報告）

第１０条 乙は、医療救護活動終了後、速やかに甲の定

めるところにより医療救護活動従事者の氏名及び人数そ

の他医療救護活動の内容を甲に報告するものとする。

（費用等の請求）

第１１条 乙は、第７条の費用及び第８条の扶助費（以

下「費用等」という）を請求するときは、甲の定めると

ころにより行うものとする。



災害時の医療救護活動に関する協定書

（訓練）

第１２条 乙は、甲が実施する医療救護に関する訓練に

協力するものとする。

２ 乙の訓練参加に要する費用は、乙が負担するものと

する。

（協議）

第１３条 この協定に定めのない事項及び協定に関して

疑義が生じた場合は、法令の定めるところによるほか、

その都度甲乙協議して定めるものとする。



災害時の医療救護活動に関する協定書

（雑則）

第１４条 この協定の有効期間は、協定の締結日から平
成２６年３月３１日までとする。

２ 甲及び乙は、期間の満了するまでに、この協定に関
して協議を行うものとする。

３ 前項の協議により変更がない場合は、期間満了の翌
日から１年間延長され、以後同様のする

この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲
乙それぞれ署名のうえ各１通を保有する。



災害時の医療救護活動に関する協定書

平成２５年４月１５日

甲 松原市阿保１丁目１番１号

松原市

松原市長 澤井宏文

乙 松原市上田１丁目１０番９号

一般社団法人 松原市薬剤師会

会 長 磯野元三



現状報告－アンケート結果
３９会員薬局中２６薬局が回答



現状報告－アンケート結果

２８薬局/３９薬局 が登録済み

３９会員薬局中２６薬局が回答



現状報告－アンケート結果
３９会員薬局中２６薬局が回答



現状報告－アンケート結果

太陽光発電システム・燃料電池システム（エネファーム等）・蓄電システム

３９会員薬局中２６薬局が回答











現状報告－アンケート結果
３９会員薬局中２６薬局が回答





現状報告－アンケート結果
３９会員薬局中２６薬局が回答



現状報告－アンケート結果
３９会員薬局中２６薬局が回答



初期対応－１

◆薬剤師会会員薬局被災状況の情報収集

薬剤師会・被災状況報告書を作成

警報等が解除された後に、被災状況を報告

◆近隣・松原市内の状況の情報収集





初期対応－２

•災害が起きたら

一般用医薬品等で対応する？



備える

◆かかりつけ薬剤師・薬局としての災害対策

≪いつも身に着けているの物は財布と携帯≫

• 財布の中にお薬手帳シールを入れる

• スマホアプリ「eお薬手帳」インストール

• くすりは一か所にまとめる

• 残薬が１週間を切ったら受診する患者教育











34

くすりは一箇所にまとめる

















最後に

備えましょう

自分の薬局の災害対策

水、食料、燃料、トイレ、寝袋、電力など

かかりつけ薬剤師として患者さんへの対策

服用している医薬品一覧、持ち出し袋など


